
  趣　　旨    現代の超高齢多死社会は、様々な場面に直面する社会的弱者を追いつめ、孤立化させている。ビハーラ活動がはじまっ
て 30年。仏様の願いにより “いのち ” の尊さに気づかされた私たちは、その苦しみや悲しみを抱える一人ひとりに寄り
添い、自らが発信者となって、より積極的なビハーラ活動を展開するため全国集会を開催する。

  募集人数   500名
  参 加 費   10,000円（参加費 3,000円・懇親会費 7,000円）
  申込方法   申込用紙に必要事項を記入のうえ、最寄りの教区教務所に参加費を添えて申し込みください。
  申込期限   2017（平成 29）年 12月 6日（水）【厳守】
  宿　　泊   各自でご手配ください。（教務所にもご相談いただけます）
  お問合せ先   社会部＜社会事業担当＞ 075-371-5181㈹ 又は 各教区教務所

ふりがな 夕食懇親会 2 日目の希望分科会（会場の移動はできません）
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第 16 回ビハーラ活動全国集会・30 周年記念大会　申込用紙

主催：浄土真宗本願寺派　　主管：第 16 回ビハーラ活動全国集会・30 周年記念大会実行委員会

第 1 分科会【ビハーラ入門講座】
発題者：野村 康治（ビハーラ活動推進委員）
ビハーラ活動が始まって 30年、活動の内容も様々です。今後の在り方を
考え、これから活動に加わりたい方も一緒にビハーラを学び活動の輪を
広げていきたいと願っています。

第 2 分科会【障害とともに】
発題者：松永 真純（大阪教育大学非常勤講師）
2016年 7月 26日に起こった相模原事件。被害者を悼み、障害者と出会い、
人間を敬うために私たちが考えなければならないことは何か。事件と私
たちとの接点はどこにあるのか。皆さんと考えていきたいと思います。

第 3 分科会【子どもを支える】
発題者：堀　浄信（社会福祉法人 児童養護施設 光明童園 施設長）
児童虐待や貧困など今子どもの環境が問題になっています。現在、児童
養護施設で生活している子どもの実態を通して子どもの問題を考えます。

第 4 分科会【災害支援】
発題者：深谷 誠了（熊本教区ビハーラ熊本代表世話人社会福祉法人 高齢者福祉施設 ひかりの園 施設長）
熊本地震で災害支援をしてきた深谷さんに復興の現状と今後の課題など
を聞いて、これからやるべきことを聞かせていただきます。

第 5 分科会【緩和ケアにおけるビハーラ】
発題者：大嶋 健三郎（あそかビハーラ病院院長・西本願寺医師の会会員）
　　　　花岡 尚樹（あそかビハーラ病院院長補佐）
死を目前にした人に何ができるのか、根源的苦悩にどのように対処して
いるのか。あそかビハーラ病院の実例を聞いて考えます。

第 6 分科会【高齢者ケア】
発題者：月　孝祐（社会福祉法人月光園 理事

グループホーム静園 理事）
超高齢社会を向かえた今、ビハーラ活動で何をなすべきでしょうか。ま
た無縁多死社会と言われる現代にどのように活動するのかを聞かせてい
ただきます。

第 7 分科会【地域コミュニティに果たすビハーラ活動者の役割】
発題者：成田 智信（善了寺 デイサービス 還る家ともに 代表）
地域コミュニティが崩れようとする今、お寺の役割やお寺にできること
は何でしょうか。実際に地域に根差した活動の実例を通してこれからの
寺院の在り方や地域とのつながりを考えます。

第 8 分科会【浄土真宗と死（後生の一大事）】
発題者：長倉 伯博（滋賀医科大学非常勤講師）
死は 100パーセント訪れます。いつ何が起こるかわからない、現代社会
において、死の解決は今、私の問題です。浄土真宗あるいは仏教の立場
から死を考えます。

第 9 分科会【ビハーラにおける看護】
発題者：石村 和美（長岡西病院ビハーラ病棟アドバイザー長岡西病院ビハーラ病棟前看護師長 ）
ターミナルケアにおける看護の役割は大変大きなものがあります。実際
の看護の現場で関わっている看護師の話を聞いて患者さんの思いを聞か
せていただきます。

第 10 分科会【グリーフケア】
発題者：福井 智行（自死に向きあう関西僧侶の会代表）
自死（自殺）で大切な方を亡くされた方は、様々な理由からグリーフワー
ク（悲嘆の時間）を持つことが難しいことが多くあります。自死遺族支
援に携わっている方とともに、私たちに何ができるのか、ともに考えます。

分 科 会　

キ　リ　ト　リ

2018（平成30）年

2/17
（土）

11：15　　受　　付 阿弥陀堂前テント
12：15　　記念式典 阿弥陀堂
13：30　　基調講演 聞法会館 ※
14：30　　対　　談  聞法会館 ※
16：00　　意見交換会 各会場
18：30　　夕食懇親会 リーガロイヤルホテル京都

■ 基調講演 ■ 
　講　師：カール・ベッカー
　　　　　［京都大学大学院 政策のための科学ユニット 特任教授］

■ 対　談 ■
　対談者：カール・ベッカー
　　　　　野村 康治［ ビハーラ活動推進委員会委員、 

　社会福祉法人至心会理事長］

　コーディネーター：丘山 願海［浄土真宗本願寺派総合研究所長］
2/18
（日）

9：00　　分 科 会 各 会 場
11：45　　今後への提言 聞法会館 ※
12：15　　閉 会 式 聞法会館

日　　程　　　

※参加人数によっては、一部モニター席でのご参加となります。


